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戦後80年迎え平和報道に高い関心 

「新聞オーディエンス調査３６５」２５年８月度調査結果を発表 

 

   ２０２５年９月２９日 

日本新聞協会広告委員会 

 

 

日本新聞協会広告委員会は９月２９日、ウェブ調査「新聞オーディエンス調査３６５」の２０２

５年８月度調査結果を発表しました。 

この調査は、新聞などメディアへの毎日の接触状況の変化と関心を集めたニュースについて分析

しています。あわせて印象に残った新聞広告を、選択式ではなく自由に回答してもらう純粋想起で

毎日尋ね、上位に挙げられた広告を紙面ビジュアルとともに紹介しています。全国の１８歳以上６

９歳以下の男女３００人を対象に、新聞、テレビ、インターネットのメディア別に調べ、月ごとに

デーリーの接触傾向を発表しています。 

この調査では、紙の新聞だけでなく、電子版、オンライン版、ニュースサイトなど新聞社が発信

する情報を含めて「新聞」と集計しています。なお、テレビ、インターネットについても同様の集

計です。 

調査結果は、新聞広告総合ウェブサイト「新聞広告データアーカイブ」

（https://www.pressnet.or.jp/adarc/）でも公開しています。 

  

◇新聞記事から考える平和の価値 

新聞や新聞社が発信する情報への接触が高まった上位３日は、以下の通りです。 

①８月１６日（終戦記念日の翌日、米ロ首脳会談） 

前日１５日の終戦記念日に、全国各地で行われた戦没者追悼式の様子などが多く報じられ、関連

する平和報道に注目が集まりました。アラスカで行われた米ロ首脳会談に関する記事を読んだとい

う声もありました。 

②８月１５日（終戦記念日） 

戦後８０年を迎えたこの日、戦争経験者や識者へのインタビューなど、記事を通して戦争の悲惨

さ、そして平和の大切さを多くの読者が認識しました。 

③８月８日（米相互関税発動） 

トランプ米大統領が前日の７日、相互関税を発動させた報道に関心が集まりました。大川原化工

機のえん罪事件を巡る報道も注目されました。 

◇時機を捉えた広告に注目 

この調査では、「印象に残った新聞広告」を尋ねています。終戦記念日やお盆の時期に合わせ、平

和や郷土愛といった普遍的なテーマをもとに、印象的なビジュアルで企業の理念を伝えた新聞広告

のほか、迫力あるデザインの新聞広告に読者の注目が集まりました。 

特に、以下の広告を純粋想起で挙げる読者が多くいました。 

・「このまちで、技術は何のためにあるのか、問い続ける。」（マツダ株式会社／６日） 

・「企業広告『あの頃に帰る夏』篇」（積水ハウス株式会社／１４日） 

・「冷凍食品は、あたためても中が冷たい？ その問題、解決します。」（株式会社ニトリ／３０日） 
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企業広告「あの頃に帰る夏」篇 

（積水ハウス株式会社） 

冷凍食品は、あたためても中が冷たい？  

その問題、解決します。 

（株式会社ニトリ） 

このまちで、技術は何のためにあるのか、問い続ける。 

（マツダ株式会社）

 

 

※広告ビジュアルの２次使用等に伴う画像提供については当協会へお問い合わせください 
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◇２０２５年８月のメディア別接触傾向 

＜新聞＞ 

  

 
 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

①８月１６日（終戦記念日の翌日、米ロ首脳会談） 
②８月１５日（終戦記念日） 
③８月８日（米相互関税発動） 

 
 
 
＜テレビ＞  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

＜インターネット＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（注）８月１２日は休刊日とした新聞社が多かった 
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◆日本新聞協会について 

新聞・通信・放送１１９社で構成する一般社団法人。会長は中村史郎（なかむら・しろう／

朝日新聞社代表取締役会長）。 

◆日本新聞協会広告委員会について 

日本新聞協会会員新聞社の広告・営業局長６３社６３人で構成。委員長は隅浩一郎（すみ・

こういちろう／日本経済新聞社常務執行役員メディアビジネス担当）。 

◆新聞オーディエンス調査３６５について 

月１回以上新聞を読んでいる１８歳以上６９歳以下の男女計３００人を対象に、普段と比べて

メディアによく接したかどうかを毎日尋ねるウェブ調査です。毎月のトピックスを翌月下旬に

発表しています。２０１７年１０月１日から１９年９月３０日まで実施し、新型コロナウイル

スの感染拡大に伴うメディア接触状況の変化を調べるため、２０年６月より調査を再開しまし

た。新聞、テレビ、インターネットのメディア別に、当該月平均と比較したデーリーの接触状

況を公表します。事件や事故、政治・経済の状況に加え、大きなイベントや正月など消費行動

にもつながる各種タイミングでのメディア接触、季節変動などを観測します。 

 

 〈この件に関する問い合わせ先〉 

   日本新聞協会 広告部広告担当 

       メール：koukoku@pressnet.or.jp 

 

以  上 


